
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

GIGA スクール構想

学校教育目標 

学びの山を登ろう 
 Let’s climb the learning mountains. 

高
知
市
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大
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学び進む子 考え行動する子 

単
元
を
一
つ
の
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と
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て
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言語能力 

問題発見・解決能力 人と関わる力 
カリキュラム・マネジメント 

の充実 

生きて働く知識・
技能を身に付ける 

未知のことにも思考力・
判断力・表現力等を働か
せて取り組む 

仲間と共に学び，学んだ
ことを他教科等や生活に
生かそうとする 

重点的に育成する三つの資質・能力 

めざす子どもの姿 
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び
の
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ぐ
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に
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学
習
指
導
要
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情報活用能力 

ICT 端末を扱うのみならず，情報
及び情報技術を適切かつ効果的に
活用して，問題を発見・解決した
り，自分の考えを形成したりして
いくために必要な資質・能力 

初等教育資料 2022 年 11 月号から引用 

 

各教科等の特質に応じて適切
な場面で育成を図る 
国語科を中心に設定 
❶情報を収集・整理する場面 
❷自分の考えを深める場面 
❸考えを表現・共有する場面 
❹学習の見通しをもったり，学
習した内容を蓄積したりする
場面 

情報活用能力は，各教科等の
学びを支える基盤 
カリキュラム・マネジメントの
一環として 
❶三つの資質・能力「言語能力」
「問題発見・解決能力」「人と関
わる力」と関連付けながら育成 
❷特に，「問題発見・解決能力」
との関連を重視 
 
 

GIGA スクール構想・・・・・学校全体で推進 

・望ましい行動を認め評価する学校ぐる
みの取組（スクールワイド PBS）を実施 

・生活目標や生活リズムチェックカードを
活用した基本的生活習慣の確立（ICT 活用） 
・発達の段階に応じた食育・健康教育の実施 

くらし健やか 【児童理解部】 【学力体力向上部】 

・主体的・対話的で深い学びの実現をめざし
た授業づくり 

〜子どもの言葉で授業を創る〜 
・カリキュラム・マネジメント自主発表会 
・授業改善（国語・算数・ICT 活用） 
 

【授業研究部】 【人間関係づくり部】 

・学習環境・学習習慣づくり 
・学力・体力調査結果の分析と改善の提案 
・朝学習や家庭学習の工夫（タブレット）と評価 
・体育科授業改善研修の実施 
・個別最適な学びを実現するための ICT 活用 

学び深く 心豊かに 

基礎を確かに 

・花はなタイムの充実と授業での花はなト
ークの活用→話す・聞く・話し合う風土 

・子ども主体の特別活動→委員会活動と学
級活動の充実（ICT による集計・発信） 

 ・キャリア教育の推進 
４部の 

取組 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

GIGAスクール構想・・・江陽小の捉え方
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これまでの
教育実践
の蓄積

❌ ICT =
学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学び
の視点からの授業改善

つまり，カリマネ！
江陽小が大切にしていること

「GIGAスクール構想の実現へ」文部科学省

タブレット Ｂ３【思考を深める学習】
１年算数「わかりやすくせいりしよう」

学びをアップデート

❶「GIGA スクール構
想」で求めている「ベ
ストミックス」の考え
方は，まさに，江陽小
で実施している「カリ
キュラム・マネジメン
ト」と一致するもので
ある。 

本校が積み上げて
きた教育実践に，タブ
レット端末や電子黒
板などの ICT 活用を
組み合わせることで，
さらに「主体的・対話
的で深い学び」の実現
をめざした授業づく
りを推進する。 

❷情報活用能力育成
のための学習場面は，
国語科を中心に，各教
科等の特質に応じて
設定している。 
 それと合わせて，
「基本的な操作等」
「問題解決・探究にお
ける情報活用」「プロ
グラミング」「情報モ
ラル・情報セキュリテ
ィ」については，学び
の週間を設定したり，
教科の学習の発展と
して位置付けたり，朝
学習などの時間に学
べるようにしている。 

❸江陽小では，単元を
「学びの山」と捉え，
「学びの地図（単元配
列表）」を基に学習を
進めている。 
 ICT を活用する単
元についても，「学び
の地図」に，活用場面
と目的を記号で示し，
意図的・計画的に実施
するようにしている。 
B1：個別学習 
B2：調査活動 
B3：思考を深める学習 
B4：表現・制作 
C1：発表・話合いなど 

分類方法「学びのイノベーション

事業実践研究報告書」から 

 

文部科学省『GIGA スクール構想の実現へ』を基に作成 

情報活用能力育成のために学習場面を設定

すきま時間に
タイピング

朝学習や単元
の復習に

タブレットドリル

プログラミング

実験過程
と結果の
記録

SNS学びの週間

文部科学省資料から


